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1 まえがき

インターネットのサイトの構造はスケールフリー構

造になっており、多数のサイトからリンクされている

ハブと呼ばれるノードが機能しなくなった場合、簡単

にネットワークが崩壊してしまう可能性がある [1]。そ
のため、ハブへ集中する負荷を他のノードに分散させ、

たとえハブがダウンしてもネットワークを維持できる

ようにする方法が必要であり、そのためのプロトコル

の提案を [2]で述べた。そこで本論文では主にこのプロ
トコルの実装について述べる。

2 プロトコルの概要

本論文では

• 各ノードはできるだけ関係が近い、あるいは興味
のあるコンテンツだけを所持できるようにし、そ

のようなノードのつながりでネットワークを形成

する。

• 子のノードは親のノードへコンテンツの更新チェッ
クのためのポーリングを行わないようにし、ネッ

トワークトラフィックの軽減を図る。

• 各ノードは所持しているコンテンツに更新があっ
たことを知ると、自分の子のノードにその更新情

報を伝える。

• コンテンツのやり取りについてはXML-RPCを用
いる。

以上の 4つを柱として負荷分散を目的としたBlogコン
テンツ共有のためのプロトコルの実装について述べる。
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2.1 ネットワークの形成

興味が近いノードが集まったネットワークを形成する

ために、自分と興味が近いノードを知る方法が必要で

ある。そこで、Blogでよく用いられている TrackBack
を利用する。TrackBackとは、あるサイトのコンテン
ツをAとし、そのAに対して書かれた新しいコンテン
ツを Bとすると、Bから Aに対して TrackBack Ping
を送信することでAと Bの間に明示的なリンク関係を
築くことができるものである。この TrackBackの仕組
みを利用することにより、各ノードは互いにコンテン

ツの関係が近いもの同士が集まったネットワークを形

成することができる。（下図 1参照）。

図 1: TrackBackを用いたネットワークの形成

2.2 プロトコルを実装するためのモジュール

ネットワークを形成するためのモジュール（SetChild）
を作成した。このモジュールは TrackBack Pingの受
信と連動して動作し、子ノードの持つ main.phpへの
URIと、その子ノードが設定したキーワードの 2つの
変数を引数として受け取る。キーワードによって受け
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取るコンテンツを制限することを計画中だが、まだ未

実装である。あるノードAが Track Back Pingを受信
しノード Bを子ノードとして登録する時、同時にノー
ド Aはノード Bの SetChildを呼び出しノード Bの子
ノードとして登録される。これにより双方向のネット

ワークを形成することができる。ただし、親ノードは

ある閾値よりも負荷が大きい場合、自分が受け持って

いる子ノードを新しいノードに紹介し負荷分散を図る。

各ノードは親から新しい情報を受け取ったら、子ノー

ドに更新された情報を伝える。もし子ノードの方が新

しい情報を持ってた場合は、自分はそこで情報の配信を

止め、その子ノードから届くであろうより新しい情報を

待つ。コンテンツの更新情報を受け取るため、GetRSS
はコンテンツのRSSを、GetCacheはコンテンツの ID
とキャッシュをそれぞれ引数にとるモジュールを作成

した。これらのモジュールは自分のサイトのコンテン

ツ更新とも連動して動作する。受け取ったデータをデ

フォルトでは RSS/、Cache/のディレクトリにそれぞ
れ保存する。データを保存した後、子ノードリストか

ら子ノードのGetRSS、GetCache を呼び出し、更新さ
れた情報を子ノードへ渡す。もし子ノードからのレス

ポンスがない場合でもその情報は再送信されない。

2.3 コンテンツの利用方法

各ノードは、親ノードから渡されたRSSやキャッシュ
を保持している。Blog閲覧者はこの各ノードのキャッ
シュや RSSを利用することにより、人気のある負荷の
高いノードへコンテンツを要求する前に、より負荷の

小さいノードからコンテンツを受け取ることができる。

3 まとめ

3.1 実装済みのモジュールと今後の予定

プログラミング言語として PHPを用い、現在

• 子ノードをリストに登録するためのXML-RPCモ
ジュール（SetChild）

• RSSやキャッシュを受け取るためのXML-RPCモ
ジュール（GetRSS,GetCache）

を実装し、今後の拡張性や子ノードリストの管理を容

易にするために、各モジュールをmain.phpから呼び出
すようにしている。

各モジュールやコンテンツの関係を下図 2に示した。

図 2: 各モジュールやコンテンツ間の関係

今後 RSS/や Cache/に保存されているコンテンツの
リストを提供するモジュールを実装する予定であり、

ユーザの要求に従ってそれらのコンテンツをブラウザ

などで表示させるためのツールを作成する計画も進め

ている。

3.2 今後の課題

現在研究室内で実装したモジュールの調整や実験や

を行っており、今後の実験結果などについては当日の

発表で詳しく述べる。

このプロトコルを用いることでハブに集中する負荷

は分散されるであろうが、そのトレードオフでネット

ワーク全体にかかる負荷は大きくなることが予想され

る。その閾値をどのように決めるかが今後の課題にな

るであろう。
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